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８月定例議会

　

平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
20
日
か
ら
31
日
ま
で
の
12

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
営
バ
ス
を
白
石
市
へ
走
行
す
る
た
め
白
石
市
と
協
議
を
す
る

議
案
を
含
む
そ
の
他
２
件
、
補
正
予
算
９
件
、
平
成
21
年
度
各
会

計
決
算
の
認
定
９
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
３
人
の
議
員
が
３
項
目
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

区
域
外
に
お
け
る
公
の
施
設
の
設
置
に
関
す
る
協
議

●
提
案
理
由

　

町
営
バ
ス
を
白
石
市
へ
乗
り

入
れ
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
白

石
市
と
協
議
を
す
る
た
め

１　

設
置
箇
所

　

白
石
市
旭
町
、
沢
目
、
城
北

町
、
小
原
字
湯
元
、
小
原
字
伊

勢
原
道
下
、
福
岡
蔵
本
字
下
原

沖
地
内

２　

経
費
の
負
担

　

町
営
バ
ス
の
運
行
経
費
は
、

町
が
負
担
す
る
。

３　

施
設
の
利
用

　

町
営
バ
ス
を
利
用
す
る
者
は
、

町
営
バ
ス
条
例
に
基
づ
く
使
用

料
を
負
担
す
る
。

□
質
疑　

森
雄
一
議
員

　

バ
ス
停
の
設
置
に
つ
い
て
白

石
市
と
ど
の
よ
う
に
協
議
を
す

る
の
か
。
ま
た
、
バ
ス
停
の
清

掃
管
理
の
考
え
は
。

■
答
弁　

総
務
課
長

　

設
置
に
つ
い
て
、
白
石
市
、

宮
城
県
、
刈
田
病
院
の
敷
地
を

無
償
で
借
用
で
き
る
よ
う
に
協

議
し
た
い
。
清
掃
関
係
は
、
当

分
運
転
を
委
託
す
る
業
者
に
確

認
を
さ
せ
た
い
。

□
質
疑　

吉
野
一
夫
議
員

　

町
単
独
で
バ
ス
を
走
ら
せ
、

小
原
地
区
の
人
も
乗
れ
る
運
行

と
し
た
が
、
市
民
バ
ス
を
町
に

乗
り
入
れ
る
協
議
を
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
時
間
的
に
計
画

を
す
れ
ば
、
小
原
で
市
民
バ
ス

を
乗
り
継
ぎ
と
し
て
白
石
市
に

向
か
う
方
法
を
考
え
な
い
の
か
。

■
答
弁　

総
務
課
長

　

市
側
の
条
件
は
、
市
民
バ
ス

を
市
内
だ
け
走
行
す
る
の
で
、

交
渉
は
し
て
い
な
い
。
乗
り
継

ぎ
は
、
場
所
の
問
題
、
冬
期
間
、

天
候
不
順
の
場
合
を
判
断
し
た

上
で
実
施
し
な
い
。

全
員
賛
成
で
可
決

除
雪
ド
ー
ザ
ー
の
購
入

●
提
案
理
由

　

町
道
等
の
除
雪
体
制
の
強
化

と
住
民
生
活
の
道
路
交
通
確
保

を
図
る
た
め

１　

取
得
物
件

　

除
雪
ド
ー
ザ
ー　

５
ｔ
級１

台

２　

取
得
目
的

　

町
道
等
の
除
雪
整
備

３　

取
得
金
額

５
５
４
万
４
０
０
０
円

４　

取
得
の
相
手
方

　

コ
マ
ツ
建
機
販
売
株
式
会
社

東
北
カ
ン
パ
ニ
ー
白
石
支
店

□
質
疑　

佐
藤
一
男
議
員

　

入
札
に
参
加
し
た
業
者
数
、

落
札
率
は
。

■
答
弁　

建
設
課
長

　

３
社
入
札
し
、
落
札
率
は
、

70
．
４
％
と
な
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

◇
主
な
内
容

歳
入
（
財
源
）

　

地
方
交
付
税

　
　
　
　
　
　

６
８
１
８
万
円

　

共
聴
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

１
２
４
１
万
円

　

換
地
業
務
委
託
金

　
　
　
　
　
　
　

３
９
０
万
円

　

寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

歳
出
（
使
い
み
ち
）

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　

５
５
０
０
万
円

　

共
聴
施
設
整
備
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

１
１
８
５
万
円

　

白
石
市
外
二
町
組
合
負
担
金
補
助
等

１
６
３
７
万
円

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
補
助
金

１
０
０
万
円

　

産
業
創
出
助
成
事
業
補
助
金

１
０
０
万
円

□
質
疑　

佐
藤
一
男
議
員

　

寄
附
金
は
、
一
般
寄
附
、
ま

た
は
条
件
寄
附
か
。

■
答
弁　

総
務
課
長

　

一
般
寄
附
で
あ
り
、
ダ
ム
に

関
す
る
利
用
と
の
希
望
が
あ
る
。

□
質
疑　

佐
藤
一
男
議
員

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
内
容

は
。

■
答
弁　

産
業
振
興
課
長

　

商
工
会
が
計
画
し
て
い
る
事

業
で
、
10
月
１
日
に
販
売
す

る
１
組
５
０
０
０
円
、
総
額

１
１
０
０
万
円
の
１
割
増
商
品

券
で
、
３
月
末
ま
で
の
使
用
期

限
と
な
る
。

□
質
疑　

佐
藤
一
男
議
員

　

産
業
創
出
助
成
事
業
補
助
金

の
内
容
は
。

■
答
弁　

産
業
振
興
課
長

　

最
新
鋭
の
機
器
を
導
入
し
増

産
を
見
込
む
こ
と
や
機
器
を
整

備
し
サ
ー
ビ
ス
方
法
等
の
事
業

に
充
て
た
い
と
し
て
、
２
件
の

申
請
が
あ
る
。

□
質
疑　

管
原
研
治
議
員

　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
う

が
、
町
内
全
域
を
見
通
し
て
行

う
の
か
。
ま
た
、
設
置
に
よ
る

電
波
障
害
に
対
す
る
対
応
は
。

■
答
弁　

総
務
課
長

　

防
犯
灯
は
２
６
６
箇
所
あ
り
、

今
回
10
基
分
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更

す
る
が
、
３
年
あ
れ
ば
全
て
実

施
で
き
る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
安
全
基
準
を
ク
リ

ア
し
た
も
の
を
設
置
し
た
い
。

会計名 補正額 累計額 審議結果

一般会計 ９９７０万円 ２０億３９７０万円 全員賛成で可決

国民健康保険（事業勘定分） 　　８０万円 　２億　２０６万円 全員賛成で可決

国民健康保険（事業勘定分） △８１７万円 　１億２０５２万円 全員賛成で可決

老人保健 　３万円 　　　　１０３万円 全員賛成で可決

簡易水道 ４３万円 ４４２３万円 全員賛成で可決

町営バス 　　　０万円 歳入内の組替 全員賛成で可決

公共下水道 ４４０万円 　１億３０４０万円 全員賛成で可決

介護保険 ３０４万円 　１億９３４４万円 全員賛成で可決

介護サービス ７千円 　　　１６４０万円 全員賛成で可決

後期高齢者医療 ８０万円 ２５６０万円 全員賛成で可決

緊
急
雇
用
対
策

特
別
委
員
会
の
報
告

　

ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
世

界
的
な
金
融
危
機
の
あ
お
り
を

受
け
、
雇
用
情
勢
が
極
端
に
悪

化
し
た
た
め
、
町
内
の
各
事
業

者
又
は
従
業
員
か
ら
の
情
報
収

集
及
び
関
係
機
関
と
の
連
絡
調

整
を
目
的
に
委
員
会
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

初
回
は
、
町
が
こ
れ
か
ら
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
国
の
事

業
等
の
説
明
が
あ
り
、
情
報
交

換
と
し
て
、
各
事
業
者
の
現
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
雇
用
状

況
が
一
番
厳
し
い
田
野
井
製
作

所
の
従
業
員
を
何
と
か
町
で
雇

用
で
き
な
い
か
と
い
う
質
疑
が

あ
り
、
観
光
施
設
整
備
や
園
芸

近
代
化
施
設
業
務
補
助
と
し
て

積
極
的
に
雇
用
を
促
す
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

時
が
経
ち
、
こ
れ
ま
で
の
町

の
取
り
組
み
は
、
全
額
国
庫

補
助
の
事
業
と
し
て
、「
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
」
と
「
産
直
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
設
置
事
業
」、「
観
光
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
養
成
事
業
」
な
ど
４

件
は
、
３
年
間
の
継
続
事
業
で
、

21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
に
総

額
３
０
８
６
万
円
。「
緊
急
雇

用
創
出
事
業
」
と
し
て
総
合
的

な
学
習
、
学
校
生
活
支
援
事
業
、

地
域
間
及
び
高
齢
者
と
児
童
の

交
流
事
業
な
ど
６
件
は
、
23
年

度
ま
で
に
総
額
２
２
３
０
万
円
。

「
緊
急
雇
用
重
点
分
野
・
人
材

育
成
事
業
」
と
し
て
新
規
就
農

者
支
援
事
業
、
観
光
案
内
業
務

は
、
１
年
以
内
の
事
業
で
22
年

度
総
額
７
１
５
万
円
、
合
計

６
０
３
１
万
円
は
全
額
国
庫
補

助
で
12
名
の
雇
用
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

町
単
独
事
業
と
し
て
、
観
光

施
設
整
備
や
園
芸
近
代
化
施
設

業
務
補
助
等
９
件
で
、
延
べ
人

数
３
７
８
人
、
総
額
２
５
７
万

円
の
雇
用
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
雇
用
情
勢
が
極
端

に
悪
化
し
た
田
野
井
製
作
所

の
従
業
員
を
優
先
的
に
雇
用
し
、

そ
の
他
町
民
の
雇
用
相
談
者
を

雇
用
し
た
も
の
で
す
。

　

国
の
事
業
が
終
了
す
る
24
年

以
降
、
町
は
ど
う
対
応
す
る
の

か
と
い
う
質
疑
が
あ
り
、
な
る

べ
く
継
続
し
て
雇
用
で
き
る
よ

う
体
制
作
り
を
検
討
し
た
い
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
は
、
今
後
も
町

民
が
安
心
し
て
働
け
る
体
制
づ

く
り
に
町
が
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
要
望
し
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

緊
急
雇
用
対
策
特
別
委
員
会　

委
員
長　

八
巻
章
一

一
般
会
計
補
正
予
算

町営バスの走行に向けて白石市と協議町営バスの走行に向けて白石市と協議

産
業
振
興

特
別
委
員
会
の
報
告

　

道
の
駅
「
七
ヶ
宿
」
は
、
水

と
歴
史
の
館
に
併
設
す
る
形
で

建
設
す
る
た
め
に
、
設
計
委
託

料
が
予
算
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
具
体
案
が
示
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
議
会
で
は
、
今

の
道
の
駅
と
旬
の
市
を
合
わ
せ

た
運
営
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、

農
林
産
物
が
今
ま
で
以
上
に
生

産
さ
れ
、
販
売
が
促
進
で
き
る

産
物
の
開
拓
、
施
設
の
活
用
策

を
調
査
、
検
討
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
現
状
と
課
題
と
し

て
、
干
蒲
地
区
で
生
産
、
加
工

し
て
い
た
青
菜
漬
け
が
販
売
不

振
と
高
齢
化
に
よ
り
姿
を
消

し
た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
10
年
後
、
農
林
産
物
の

生
産
者
が
激
減
す
る
こ
と
、
収

入
に
見
合
っ
た
生
産
で
は
な
い

た
め
、
生
産
意
欲
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
も
話
題
と
な
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
執
行
部
及
び
現
地

の
責
任
者
か
ら
販
売
状
況
を
聞

き
ま
し
た
。
旬
の
市
で
は
、
個

人
60
名
、
10
団
体
の
生
産
者

が
、
野
菜
な
ど
１
１
９
品
目
を

販
売
し
て
お
り
ま
す
。
全
体
の

売
り
上
げ
は
、
ピ
ー
ク
時
よ
り

１
０
０
０
万
円
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
源
流
米
を
特

産
品
と
し
て
販
売
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
源
流
米
カ
レ
ー
も
で
き

た
こ
と
で
す
の
で
、
今
後
の
売

り
上
げ
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

道
の
駅
は
、
39
の
個
人
、
団

体
が
生
産
者
と
な
っ
て
お
り
、

業
者
品
の
売
り
上
げ
及
び
レ
ス

ト
ラ
ン
並
び
に
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
の
売
り
上
げ
が
、
全
体

の
約
８
割
を
占
め
、
地
場
産
品

は
、
１
割
に
も
満
た
な
い
状
況

で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
場
産
品
の
販
売

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
近
隣
の

道
の
駅
の
実
態
を
視
察
、
調
査

し
て
き
ま
し
た
。
各
駅
と
も
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
特
色
あ
る
経
営

で
し
た
が
、
共
通
し
て
い
た
の

は
、
ト
イ
レ
は
、
い
つ
で
も
き

れ
い
に
し
て
利
用
者
に
不
快
感

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
初
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、

生
産
者
が
高
齢
化
し
て
お
り
、

お
客
様
の
要
望
に
応
え
る
生
産

量
が
確
保
さ
れ
る
か
心
配
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
の
役
割

は
休
憩
と
地
域
振
興
が
一
体
と

な
っ
た
施
設
で
、
休
憩
機
能
、

情
報
発
信
機
能
、
地
域
の
連
携

機
能
と
い
う
３
つ
の
機
能
が
必

要
で
す
の
で
、
七
ヶ
宿
町
＝
ダ

ム
の
町
、
七
ヶ
宿
町
＝
そ
ば
の

町
と
す
ぐ
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
が
肝
心
か
と
思

い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
何
よ
り
も
町
民
と
来
町
者

に
愛
さ
れ
る
道
の
駅
を
設
計
さ

れ
る
こ
と
を
切
望
し
、
報
告
と

い
た
し
ま
す
。

産
業
振
興
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

髙
橋
茂
美

※△はマイナス　介護サービス特別会計は、千円単位

各
会
計
補
正
予
算
の
状
況


